
６年「全国学力・学習状況調査」（平成２２年４月２０日実施）の結果に基づく

指導方法の改善についてお知らせします。

国語では，「描写に着目しながら登場人物の相互関係をとらえる」「文と文との意味のつながり

を理解し，文の論理を考えて書く」「目的や意図に応じて情報を関係付けて読み，理由を明確に

して説明する」に課題がありました。そこで，

（１）文学的な文章を授業の中で計画的に取り上げ指導していく。

（２）国語科の学習のみならず，各教科などの学習においても意図的に指導する。

（３）目的に応じてさまざまな資料や情報の中から適切なものを取り上げる。

といったことを重点的に取り組んでいこうと考えています。

算数では，「基本的な平面図形の定義や性質についての理解」「示された図形を観察して条件を

基に，筋道を立てて考え，数学的に表現する力」に課題がありました。そこで，

（１）作業的，体験的な活動を通して基本的な平面図形の性質を見いだし，理解できるよ

う，また，定義や性質を説明できるよう指導する。

（２）面積の保存性を理解できるようにする。

（３）基本的な平面図形をかいたり，作ったりする場面で，辺を表す言葉や長さ，角の大

きさ，図形の名称を用いて図形を言葉で表現し，伝え合う活動を取り入れる。

といったことを継続的に取り組んでいこうと考えています。
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様式１

平成２２年度 全国学力・学習状況調査の結果概要
広島市立草津小学校

１ 調査の目的
（１）義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の

学力や学習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を
図る。

（２）そのような取り組みを通して，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確
立する。

（３）学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

２ 調査の実施日 平成２２年４月２０日（火）

３ 調査内容
（１）教科に関する調査（国語，算数）

（２）生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査

４ 各教科の平均正答率
【小学校】

主として「知識」に関する課題
◇身に付けておかなければ後の学年等
の学習内容に影響を及ぼす内容
◇実生活において不可欠であり，常に
活用できるようになっていることが
望ましい知識・技能 など

主として「活用」に関する課題
◇知識・技能等を実生活の様々な場面
に活用する力
◇様々な課題解決のための構想を立て
実践し，評価・改善する力 など

児童生徒に対する調査
◇学習意欲，学習方法，学習環境，生
活の諸側面等に関する調査
(例)国語の勉強は好きですか。授業
の内容はどの程度分かります
か。一日にテレビを見る時間，
読書時間，勉強時間の状況など

学校に対する調査
◇指導方法に関する取り組みや人的・
物的な教育条件の整備の状況等に関
する調査
(例)学力向上や学習の定着に向けた
取組，習熟度別，少人数指導，
教育の情報化，教員研修，家庭
地域との連携の状況など

国語Ａ

国語Ｂ

算数Ａ

算数Ｂ

全国 昨年 今年 全国 昨年 今年

83.3% 71.9% 84.0% 74.2% 81.4% 76.8%

77.8% 52.1% 66.4% 49.3% 59.0% 57.3%


